
�



�

地場産品や芸術作品ずらり
生き活き産業文化まつり盛況

　東北町生き活き産業文化まつりが11月６日、７日の両日、東北会場（北総合運動公園）
と上北会場（町民文化センター周辺）の２会場で開催されました。
　両会場では、町民の皆さんの作品を展示した文化展が行われたほか、農協や漁協、商工
関係者などによる展示即売コーナーがずらりと軒を並べ、訪れた方が安値の品を買い求め
ていました。
　また、東北会場ではオープニングセレモニーや農林畜産物共進会が、上北会場では健康
展や野菜即売会などが行われ、２日間にわたり大勢の来場者でにぎわいました。

農
林
畜
産
物
共
進
会

〔　

〕
内
は
副
賞

　

▽
最
優
秀
賞
〔
南
部
地
域
農
業

共
済
組
合
長
賞
〕

－

野
田
頭
德

美
▽
優
良
賞

－

蛯
名
武
市

　

▽
優
秀
賞

－

滝
沢
ま
ゆ
み
▽
優

良
賞

－

滝
沢
操

　

▽
最
優
秀
賞
〔
ゆ
う
き
青
森
農

協
組
合
長
賞
〕

－

久
保
田
智
、

駒
井
盛
男
▽
優
秀
賞

－

沼
辺
政

博
、
甲
地
倫
大
、
土
橋
宝
之
助

▽
優
良
賞

－

甲
地
好
信

　

▽
最
優
秀
賞
〔
全
国
農
協
組
合

連
合
会
県
本
部
長
賞
〕

－

瀬
川

悟
志
▽
優
秀
賞

－

小
笠
原
政

子
、
蓬
畑
硬
一
郎
▽
優
良
賞

－

小
笠
原
惠
子
、
木
村
公
美

　

▽
最
優
秀
賞
〔
県
知
事
賞
〕

－

瀬
川
勝
▽
優
秀
賞

－

乙
部
優
子

▽
優
良
賞

－

久
保
田
二
郎
、
北

村
輝
雄

　

▽
最
優
秀
賞
〔
十
和
田
お
い
ら

せ
農
協
組
合
長
賞
〕

－

蓬
畑
硬

一
郎
▽
優
秀
賞

－

沼
山
清
治
、

荒
木
美
鶴
▽
優
良
賞

－

沼
山
武

美
、
久
保
田
ト
ミ

　

▽
優
秀
賞

－

高
田
イ
チ
子
、
久

保
田
ト
ミ
▽
優
良
賞

－

櫻
井
ヤ

放課後子ども教室の児童も
立派な花を出展

400人分の特大鍋でじっくり
煮込んだ馬肉汁には長蛇の列

立派な野菜ができました。
農林畜産物共進会表彰式

どのニンジンが一番
おいしそうかな？

パソコン体験コーナーで
人気のｉＰａｄを体験
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ヱ
、
蓬
畑
啓
子

　

▽
優
秀
賞

－

鶴
ケ
崎
年
美

　

▽
優
秀
賞

－

久
保
田
一

　

▽
優
良
賞

－

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
Ｂ

　

▽
優
良
賞

－

伊
藤
岩
雄

　

▽
優
良
賞

－

本
間
安
夫

　

▽
優
良
賞

－

久
保
き
み
子

　

▽
優
良
賞

－

佐
々
木
陽
子

　

▽
最
優
秀
賞
〔
南
部
地
域
農
業

共
済
組
合
長
賞
〕

－

方
波
見
敬

▽
優
良
賞

－

澤
田
裕
幸
、
冨
田

正
信
、
吹
越
利
一

　

▽
優
秀
賞
〔
東
北
町
地
方
酪
農

青
年
研
究
連
盟
委
員
長
賞
〕
吹

越
光
一
▽
優
良
賞

－

農
事
組
合

法
人
デ
イ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
北
栄

　

▽
優
秀
賞
〔
東
北
町
地
方
酪
農

青
年
研
究
連
盟
委
員
長
賞
〕

－

木
村
信
一－

ス
モ
モ
吉
田
内
科

「ぼくが描いた絵、上手でしょ」

きれいな霜降りの和牛肉を特価で販売「おいしいおもちになぁれ！」

子どもたちも救急法を体験 アツアツの串もちをパクリ歯科相談コーナーでブラッシング指導
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町
な
が
い
も
共
進
会

〔　

〕
内
は
副
賞

〔
町
長
賞
〕

－

蛯
沢
・

旗
屋
な
が
い
も
部
会
４

〔
農
協
長
賞
〕

－

甲
地

な
が
い
も
部
会
２

－

甲
地
な
が
い
も
部
会

１

－

乙
部
な
が
い
も
部
会

２
、
乙
部
な
が
い
も
部
会
４

－

長
久
保
な
が
い
も
部

会
、
乙
部
な
が
い
も
部
会
１
、

狼
ノ
沢
な
が
い
も
部
会
１

【

〔
全
農
県
本
部
長
賞
〕

－

向
井
博
徳

－

長
久
保
耕
治

－

岡
山
雄
哉
、
沢
居
喜

一

－

乙
部
義
弘
、
乙
部
一

男
、
野
田
頭
英
一

－

沼
辺
真
一
、
村
居
国

男
、
乙
部
正
廣
、
下
浅
金
悦
、

甲
地
勝
博

〔
上
十
三
広
域
農
業

振
興
会
長
賞
〕

－

向
井
博
徳

－

長
久
保
耕
治

－

小
塚
宏
幸

力強い筆遣いをご覧あれ

精魂込めて作った農産物がずらりと並んだ共進会 粘りと風味がたまらない。ナガイモとろろ早食い大会

むし歯のない子の表彰式 袋詰めの限界に挑戦 図書館クイズコーナーも大盛況
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ふ
る
さ
と
の
味

コ
ン
ク
ー
ル

〔　

〕
内
は
副
賞

〔
十
和
田
お
い
ら
せ
農

協
上
北
支
店
長
賞
〕
阿
部
恵
理
子

（
ナ
ガ
イ
モ
の
フ
ワ
フ
ワ
ス
ー
プ
）

〔
ゆ
う
き
青
森
農
協
組
合

長
賞
〕
駒
嶺
詔
子
（
ナ
ガ
イ
モ
の

団
子
）

〔
小
川
原
湖
漁
協
組
合
長

賞
〕
蛯
名
ア
サ
ヱ
（
ナ
ガ
イ
モ
の

甘
酢
漬
け
）

▽
〔
東
北
町
農
業
委
員
会

長
賞
〕
横
浜
ち
え
（
ナ
ガ
イ
モ
と

ゴ
ボ
ウ
の
縄
文
焼
き
）
▽
〔
東
北

町
観
光
協
会
長
賞
〕
阿
部
都
々
子

（
ナ
ガ
イ
モ
ハ
ン
バ
ー
グ
）
▽
〔
上

北
町
商
工
会
長
賞
〕
中
根
久
美
子

（
東
北
町
の
秋
の
実
り
の
ケ
ー
キ
・

サ
レ
）

菊
　

花
　

展

〔　

〕
内
は
副
賞

〔
デ
ー
リ
ー
東
北
新
聞

社
社
長
賞
〕
▽
盆
養

－

瀬
川
明
子

▽
福
助

－

佐
々
木
憲
子
▽
切
花

－

瀬
川
明
子〔青

銀
上
北
町
支
店
長
賞
〕

▽
盆
養

－

佐
藤
幸
子
▽
福
助

－

瀬

川
明
子
▽
切
花

－

瀬
川
紀
美
子

〔
県
信
用
組
合
上
北
町
支
店
長

賞
〕
▽
盆
養

－

佐
々
木
憲
子
▽
福

助

－

瀬
川
紀
美
子
▽
切
花

－

瀬
川

き
よ
ゑ

〔
㈱
松
本
商
店
賞
〕
▽
盆

養

－

山
田
ト
シ
子
▽
福
助

－

瀬
川

ト
セ
▽
切
花

－

佐
々
木
ナ
ツ

文
　

化
　

展

〔
個
人
の
部
〕
江
渡
洋
子

（
レ
ー
ス
編
み
）、和
田
一（
文
机
）、

市
川
正
子
（
墨
絵
）

〔
団
体
の
部
〕
駅
前
婦
人
学
級

（
く
る
み
絵
）、
陶
芸
ク
ラ
ブ
（
陶

芸
）、
第
二
保
育
園
（
陶
芸
）

花
い
っ
ぱ
い
運
動

環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル

（
町
内
会
）
▽
最
優
秀

賞

－

赤
平
▽
優
秀
賞

－

乙
供
元

町
、
八
幡
▽
努
力
賞

－

新
山
、
戸

舘
、
甲
地
、
才
市
田
、
小
川
原
、

大
洞
、
水
喰
、
徳
万
才
、
大
浦

▽
最
優
秀
賞

－

小
川
原

小
▽
優
秀
賞

－

第
一
小
▽
努
力
賞

－

水
喰
小

▽
最
優
秀
賞

－

㈱
沢
田

建
設
▽
優
秀
賞

－

け
や
き
寮
▽
努

力
賞

－

す
み
れ
デ
イ
ケ
ア
セ
ン

タ
ー

筝に親しむ会による優雅な琴の調べ

「緊張して笑っちゃうなぁ」茶道体験コーナー 新鮮でおいしい牛乳を召し上がれ

「ナガイモもハクサイもネギも何でも安いよー」
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町
の
魅
力
満
載
の
ツ
ア
ー
実
施

小
川
原
湖
１
９
１
里
づ
く
り
協
議
会

　

農
林
漁
業
体
験
型
観
光
の
展
開
を

目
指
す
小
川
原
湖
１
９
１
里
づ
く
り

協
議
会
（
東
浩
二
会
長
）
は
２
回
の

ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
参
加
者
へ
東
北

町
で
し
か
味
わ
え
な
い
町
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
「
日
の
本
中
央
た
い
ま
つ
祭
り
・

漁
業
体
験
・
歴
史
探
訪
・
グ
ル
メ
ツ

ア
ー
」
は
、
９
月
10
日
か
ら
12
日
ま

で
の
２
泊
３
日
の
日
程
で
行
わ
れ
、

町
外
か
ら
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
ツ
ア
ー
で
は
、
漁
船
で
小
川
原

湖
へ
繰
り
出
し
て
ワ
カ
サ
ギ
・
シ
ラ

ウ
オ
漁
の
見
学
を
実
施
し
た
ほ
か
、

湖
の
新
鮮
な
魚
介
類
を
使
っ
た
料
理

作
り
の
体
験
、
一
里
塚
や
日
本
中
央

の
碑
を
巡
る
歴
史
探
訪
ツ
ア
ー
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
の
本
中
央
ま
つ
り
の
た

い
ま
つ
祭
を
見
学
。
そ
の
後
、
町
内

の
温
泉
旅
館
に
宿
泊
し
、
疲
れ
を
癒

し
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
に
は
「
み
ど
り
の
大
地

で
親
子
ゴ
ボ
ウ
収
穫
＆
お
菓
子
作
り

ツ
ア
ー
」
を
実
施
。
参
加
し
た
町
内

外
の
親
子
連
れ
ら
27
人
が
、
町
内
の

畑
で
ゴ
ボ
ウ
の
収
穫
体
験
を
楽
し
ん

だ
後
、
収
穫
し
た
ゴ
ボ
ウ
を
使
っ
た

パ
ン
ケ
ー
キ
作
り
に
挑
戦
。
野
菜

た
っ
ぷ
り
の
特
製
す
い
と
ん
と
新
米

ご
飯
を
い
っ
し
ょ
に
味
わ
い
ま
し

た
。

　

ひ
の
も
と
の
ま
な
か
パ
ト
ロ
ー
ル

の
会
（
大
久
保
武
憲
会
長
）
が
10
月

７
日
、
青
森
市
で
開
か
れ
た
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
県
民
大
会
に
お
い

て
、
功
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
平
成
20
年
３
月
の
千
曳

駐
在
所
廃
止
に
伴
い
、
同
駐
在
所
管

内
５
地
区
の
住
民
で
発
足
。
自
主
防

犯
組
織
と
し
て
、
定
期
的
に
防
犯
・

交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
て
き
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
久
保
会
長
は
「
表
彰
を
励
み
に

今
後
も
地
域
の
安
全
の
た
め
に
尽
力

し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

防
犯
活
動
認
め
ら
れ
る

ま
な
か
パ
ト
ロ
ー
ル
の
会

漁船に乗ってシラウオ・ワカサギ漁の見学

力を込めてゴボウを引っこ抜くツアー参加者

表彰を受けた、ひのもとのまなかパトロールの会
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町
消
防
団
さ
く
ら
分
団
（
蛯
澤
栄

子
団
長
）
は
10
月
17
日
、
Ｊ
Ｒ
乙
供

駅
周
辺
の
家
庭
を
訪
問
し
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
設
置
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
設
置
率
を
調
査
す
る
と

と
も
に
、
警
報
器
の
重
要
性
や
正
確

な
設
置
方
法
を
住
民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

同
団
員
９
人
は
東
北
消
防
署
員
４

人
と
一
緒
に
、
警
報
器
設
置
を
呼
び

掛
け
る
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
な
が
ら
２

班
に
分
か
れ
て
家
庭
を
訪
問
。
設
置

状
況
を
調
査
し
な
が
ら
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
手
渡
し
て
歩
き
ま
し
た
。

火
災
警
報
器
設
置
し
て

さ
く
ら
分
団
が
設
置
調
査

　

第
５
回
町
子
ど
も
会
ま
つ
り
が
10

月
17
日
、
北
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
で
開
か
れ
、
町
内
14
の
子
ど
も

会
の
会
員
約
３
６
０
人
が
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
触
れ
合

い
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
全
員
参
加
の
ク
イ
ズ

王
ゲ
ー
ム
と
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
ほ

か
、
５
人
一
組
の
「
長
縄
跳
び
」
や

10
人
が
股
下
か
ら
後
ろ
へ
ボ
ー
ル
を

渡
す
「
ボ
ー
ル
送
り
競
技
」、
低
学

年
と
高
学
年
に
分
か
れ
た「
玉
入
れ
」

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を

上
げ
な
が
ら
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ

レ
ー
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

は
つ
ら
つ
プ
レ
ー
に
汗

子
ど
も
会
ま
つ
り

　

町
中
央
公
民
館
は
10
月
17
日
、
秋

の
町
民
歩
く
つ
ど
い
を
開
催
し
、
さ

わ
や
か
に
晴
れ
渡
っ
た
秋
空
の
下
、

参
加
者
が
秋
の
散
策
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

十
和
田
市
役
所
前
を
ス
タ
ー
ト
し

た
参
加
者
30
人
は
、
官
庁
街
通
り
や

稲
生
川
遊
歩
道
な
ど
を
元
気
に
散

策
。
赤
、
黄
、
緑
と
錦
色
に
染
ま
っ

た
八
甲
田
連
峰
を
眺
め
て
深
ま
り
行

く
秋
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
再

び
十
和
田
市
役
所
へ
戻
る
約
７
㌔
の

コ
ー
ス
を
２
時
間
ほ
ど
掛
け
て
歩

き
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。

紅
葉
眺
め
元
気
に
散
策

秋
の
町
民
歩
く
つ
ど
い

　

男
の
料
理
教
室
が
10
月
19
日
、
上

北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

参
加
し
た
12
人
の
男
性
が
地
場
産
野

菜
を
使
っ
た
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
作
っ
た
の
は
、
鯛
の
揚
げ

煮
や
カ
ツ
オ
漬
け
込
み
ご
飯
な
ど
の

５
品
。
南
町
で
料
理
店
を
経
営
す
る

和
田
富
雄
さ
ん
か
ら
、
魚
の
三
枚
お

ろ
し
の
方
法
や
味
付
け
の
仕
方
を
教

わ
り
な
が
ら
、
１
時
間
ほ
ど
掛
け
て

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
栄
養
士
や
保
健
師
に

よ
る
健
康
講
話
も
行
わ
れ
、
健
康
づ

く
り
に
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

作
れ
る
男
は
か
っ
こ
い
い

男
の
料
理
教
室 大きな鯛の３枚おろしに挑戦

深まり行く秋を満喫しながら歩く参加者

長縄跳びに汗を流す子どもたち

火災警報器設置を呼び掛けるさくら分団団員



	

　

中
部
上
北
消
防
本
部
（
久
保
田
敏

消
防
長
）は
10
月
19
日
、防
火
ウ
オ
ー

ク
ラ
リ
ー
を
実
施
し
、
町
民
に
火
の

用
心
を
Ｐ
Ｒ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
秋
の
火
災
予
防
週
間
に
合

わ
せ
て
行
っ
た
も
の
で
、
中
央
消
防

署
員
が
上
北
消
防
署
ま
で
、
上
北
消

防
署
員
が
東
北
消
防
署
ま
で
、
東
北

消
防
署
員
が
中
央
消
防
署
ま
で
、
そ

れ
ぞ
れ
数
10
㌔
を
歩
い
て
「
火
の
用

心
」
と
書
か
れ
た
赤
い
た
す
き
を
リ

レ
ー
し
ま
し
た
。

　

署
員
は
、
拡
声
器
で
火
災
警
報
器

の
設
置
を
呼
び
掛
け
な
が
ら
、
歩
道

の
ご
み
を
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。

火
の
用
心
の
思
い
を
リ
レ
ー

防
火
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

第
33
回
上
北
郡
愛
の
輪
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
10
月
20
日
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

参
加
者
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
郡
内
の
知
的
障
害
の

あ
る
人
や
８
つ
の
施
設
入
所
者
ら
、

３
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ナ
ガ

イ
モ
掘
り
リ
レ
ー
や
玉
入
れ
、
ボ
ー

ル
送
り
な
ど
の
競
技
が
行
わ
れ
、
出

場
者
は
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
ハ
ッ
ス

ル
プ
レ
ー
を
展
開
。
最
後
は
全
員
参

加
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
親
睦
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
で
交
流

愛
の
輪
レ
ク
大
会

　

乙
供
文
化
保
育
園
（
久
保
田
利
子

園
長
）
で
10
月
20
日
、
サ
ッ
カ
ー
教

室
が
開
か
れ
、
参
加
し
た
29
人
の
園

児
た
ち
が
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
に
触

れ
ま
し
た
。

　

指
導
を
行
っ
た
の
は
、
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
キ
ッ
ズ
委
員
会
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
３
人
。
ま
ず
鬼
ご
っ
こ

で
動
き
の
基
本
を
学
ん
だ
り
、
ボ
ー

ル
の
感
覚
に
触
れ
た
り
し
た
園
児
た

ち
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
相
手

に
し
た
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
。
ド
リ
ブ
ル

や
シ
ュ
ー
ト
な
ど
華
麗
な
ボ
ー
ル
さ

ば
き
を
見
せ
、
ゴ
ー
ル
を
決
め
る
た

び
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

華
麗
に
ド
リ
ブ
ル
＆
シ
ュ
ー
ト

乙
供
文
化
保
サ
ッ
カ
ー

　

蛯
名
キ
ワ
さ
ん
が
満
１
０
０
歳
を

迎
え
、
祝
う
会
が
10
月
21
日
、
現
在

入
所
し
て
い
る
公
立
松
風
荘
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

蛯
名
さ
ん
は
明
治
43
年
、
旧
浦
野

舘
村
生
ま
れ
。
子
ど
も
５
人
、
孫
８

人
、
ひ
孫
12
人
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

祝
う
会
に
は
親
族
や
入
所
者
な
ど

約
30
人
が
出
席
。
斗
賀
町
長
が
「
笑

顔
を
忘
れ
ず
、ま
す
ま
す
お
元
気
で
」

と
お
祝
い
し
、
顕
彰
状
や
花
束
を
贈

り
ま
し
た
。

　

松
風
荘
か
ら
は
大
型
の
ケ
ー
キ
が

贈
ら
れ
、
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
蛯
名
さ

ん
は
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

笑
顔
を
忘
れ
ず
お
元
気
で

蛯
名
キ
ワ
さ
ん
１
０
０
歳

火の用心を呼び掛けながら歩く消防署員たち

ハッスルプレーを展開する参加者

華麗なボールさばきを見せる園児たち

おいしそうにケーキをほおばる蛯名キワさん（右）






　

第
７
回
わ
か
さ
ぎ
カ
ッ
プ
争
奪
小

学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
10
月
23

日
、
24
日
、
南
総
合
運
動
公
園
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
町
内
外
か
ら
８
チ
ー
ム

が
参
加
。
６
年
生
に
と
っ
て
小
学
生

最
後
の
大
会
と
あ
っ
て
、
選
手
た
ち

は
応
援
に
駆
け
つ
け
た
大
勢
の
保
護

者
ら
の
声
援
を
受
け
て
熱
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
東
北
第
一
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
３
試
合
す
べ
て
完
封
勝
ち
で

優
勝
し
た
ほ
か
、
個
人
賞
で
も
最
優

秀
賞
に
蛯
名
未
来
さ
ん
が
、
優
秀
賞

に
高
田
愛
佳
さ
ん
が
輝
き
ま
し
た
。

東
北
第
一
ス
ポ
少
栄
冠

わ
か
さ
ぎ
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

上
北
消
防
署
（
髙
松
滿
博
署
長
）

は
10
月
24
日
、
ユ
ニ
バ
ー
ス
上
北
町

店
駐
車
場
で
住
宅
用
火
災
警
報
器
Ｐ

Ｒ
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
火
災
警
報
器
の
住

宅
へ
の
設
置
が
２
年
前
に
義
務
化
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
行
っ
た
も
の
で
、

同
署
員
の
ほ
か
、
少
年
防
火
ク
ラ
ブ

員
と
消
防
団
員
、
合
わ
せ
て
21
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

団
員
ら
は
、
パ
ネ
ル
な
ど
を
使
っ

て
警
報
器
の
正
し
い
使
用
方
法
や
必

要
性
を
住
民
に
説
明
し
た
ほ
か
、
一

人
一
人
に
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
、
設
置

を
啓
発
し
ま
し
た
。

警
報
器
の
重
要
性
Ｐ
Ｒ

少
年
防
火
ク
ラ
ブ
員
ら

　

第
４
回
町
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
10
月
27
日
、
ふ
れ
あ
い

ド
ー
ム
上
北
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
町
内
の
ほ
か
、七
戸
町
、

六
ヶ
所
村
、六
戸
町
か
ら
20
チ
ー
ム
、

１
４
０
人
の
選
手
が
参
加
し
、
プ

レ
ー
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

　

５
チ
ー
ム
ず
つ
が
４
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
て
競
技
を
行
い
、
熱
戦
の
結

果
、
健
楽
会
チ
ー
ム
が
初
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
健
楽
会
（
東
北
町
）
②
ス
パ
ー
ク

20
（
七
戸
町
）
③
み
ち
の
く
（
同
）

一
打
入
魂
で
プ
レ
ー

町
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

原
田
肇
さ
ん
（
十
和
田
市
）
が
10

月
27
日
、
第
一
小
学
校
（
乙
山
和
子

校
長
）
に
50
万
円
分
の
図
書
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　

原
田
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
か
ら
平

成
元
年
ま
で
同
校
の
校
長
と
し
て
勤

務
。
寄
贈
し
た
図
書
は
、
図
鑑
や
辞

典
、
童
話
集
な
ど
の
22
種
類
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
児
童
を
代
表
し
た

蛯
名
未
来
さ
ん
（
６
年
生
）
と
町
屋

早
央
理
さ
ん
（
同
）
が
「
新
し
い
本

を
読
む
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
る
と
、
原
田
さ
ん
は

「
み
ん
な
で
仲
良
く
読
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

元
第
一
小
校
長
の

原
田
肇
さ
ん
図
書
寄
贈

最優秀賞に輝いた東北第一スポ少蛯名未来選手（中）

警報器設置啓発のチラシを手渡す少年防火クラブ員

第一小学校へ図書を寄贈した原田肇さん（中）

一打入魂でプレーする選手たち
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市
川
マ
ツ
さ
ん
が
10
月
28
日
、

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
町
か

ら
長
寿
を
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
川
さ
ん
は
明
治
43
年
、
六
戸
町

（
旧
六
戸
村
）
生
ま
れ
で
、
現
在
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
彩
香
園
ア
ル

テ
リ
ー
ベ
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

同
老
人
ホ
ー
ム
で
開
か
れ
た
誕
生

会
で
は
、
斗
賀
町
長
が
顕
彰
状
と
長

寿
祝
い
金
30
万
円
を
贈
呈
。「
こ
れ

か
ら
も
健
康
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
親

族
や
施
設
関
係
者
か
ら
も
、
た
く
さ

ん
の
お
祝
い
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

健
康
で
長
生
き
し
て

市
川
マ
ツ
さ
ん
１
０
０
歳

　

上
十
三
地
区
精
神
障
害
者
家
族
学

習
交
流
会
が
10
月
28
日
、
町
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
出
席
し
た

上
十
三
地
区
の
精
神
障
害
者
の
家
族

ら
約
90
人
が
、
障
害
者
の
自
立
と
社

会
参
加
の
た
め
の
学
習
を
し
な
が
ら

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ン

ネ
ッ
ト
青
森
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
地

域
で
共
に
生
き
る　

仲
間
づ
く
り
を

と
お
し
て
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
流

会
や
日
ご
ろ
の
悩
み
や
思
い
を
語
り

合
う
情
報
交
換
会
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

第
20
回
女
子
、
第
26
回
男
子
東
北

中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
が
10
月
30

日
、
北
総
合
運
動
公
園
内
の
特
設

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
選
手
た
ち
が
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
東
北
６
県
の
県
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
男
女
各
22
校
が
出

場
。
女
子
は
５
区
間
13
・
２
㌔
、
男

子
は
６
区
間
18
・
７
㌔
で
争
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
町
か
ら
は
、
９
月
の
県
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
東
北
中
が
ア
ベ
ッ
ク
で

出
場
。
沿
道
の
大
き
な
声
援
を
受
け

て
力
走
し
た
結
果
、
女
子
は
18
位
、

男
子
は
17
位
で
し
た
。

東
北
中
が
健
脚
披
露

東
北
中
学
校
駅
伝
大
会

学
習
し
な
が
ら
親
睦
深
め
る

精
神
障
害
者
家
族
交
流
会

　
「
地
域
力　

結
集
！
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
10
月
31
日
、
か
や
ぶ
き
家
屋
「
ま

な
か
」
で
行
わ
れ
、
約
50
人
の
出
席

者
が
住
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
の
可

能
性
を
探
り
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
マ
グ
ロ
一
筋

Ｔ
シ
ャ
ツ
」
の
仕
掛
け
人
で
知
ら
れ

る
、
大
間
町
ま
ち
お
こ
し
ゲ
リ
ラ
あ

お
ぞ
ら
組
の
島
康
子
組
長
が
講
演
を

行
っ
た
ほ
か
、
当
町
出
身
の
彫
刻
家

向
井
勝
實
さ
ん
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ル

キ
メ
デ
ス
の
山
田
美
津
雄
理
事
長
を

交
え
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
住
民
が
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
を
楽
し
も
う

地
域
力
結
集
フ
ォ
ー
ラ
ム

100歳の誕生日を迎えた市川マツさん（前列左）

講演会や情報交換会が行われた家族交流会

住民が楽しめるまちづくりについて話し合われました

東北６県のトップランナーたちが力走
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細
井
た
か
さ
ん
（
外
蛯
沢
）
が
11

月
１
日
、
満
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
、
町
か
ら
長
寿
を
祝
福
さ
れ
ま

し
た
。

　

細
井
さ
ん
は
明
治
43
年
、
旧
甲
地

村
生
ま
れ
。
子
ど
も
３
人
、孫
８
人
、

ひ
孫
13
人
に
恵
ま
れ
、
自
宅
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

　

編
み
物
や
庭
い
じ
り
が
趣
味
と
い

う
細
井
さ
ん
は
、
斗
賀
町
長
か
ら
祝

い
金
や
花
束
な
ど
を
贈
ら
れ
る
と

「
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
感
謝
を
述

べ
、
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
親
族
ら

と
笑
顔
で
記
念
写
真
に
納
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
す
ま
す
お
元
気
で

細
井
た
か
さ
ん
１
０
０
歳

　

乙
供
文
化
保
育
園
（
久
保
田
利
子

園
長
）
の
園
児
29
人
は
11
月
２
日
、

小
学
生
と
一
緒
に
パ
ッ
ク
・
ド
ッ
ク

教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
保
育
園
と
小
学
校
の
連

携
を
強
化
す
る
た
め
に
実
施
し
た
も

の
で
、
蛯
沢
小
学
校
の
１
年
生
50
人

が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ッ
ク
・
ド
ッ
ク
と
は
、牛
乳
パ
ッ

ク
に
入
れ
た
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を
焼
い

て
調
理
す
る
も
の
で
、
園
児
た
ち
は

お
姉
さ
ん
や
お
兄
さ
ん
と
一
緒
に
作

業
を
進
め
、
焼
き
上
が
っ
た
ア
ツ
ア

ツ
の
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を
お
い
し
そ
う

に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

児
童
と
パ
ッ
ク
ド
ッ
ク
作
り

乙
供
文
化
保
育
園

田
中
伊
織
君
と
濱
田
小
波
さ
ん
栄
冠

お
す
す
め
ブ
ッ
ク
大
賞
表
彰
式

　

お
す
す
め
ブ
ッ
ク
大
賞
の
表
彰
式

が
11
月
２
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
未
来
館
で
行
わ
れ
、
大
賞
に
輝

い
た
田
中
伊
織
君
（
蛯
沢
小
１
年
）

と
濱
田
小
波
さ
ん（
東
北
東
中
２
年
）

が
、
松
山
富
雄
教
育
長
か
ら
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
立
図
書
館
が
、
子
ど

も
た
ち
に
本
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
２
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
町
内
の
小
・
中
学
生
か

ら
１
０
２
０
点
の
応
募
が
あ
り
、
大

賞
の
ほ
か
優
秀
賞
、
奨
励
賞
、
入
選

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
『
と
も
だ
ち
く
る
か
な
』

＝
内
田
麟
太
郎
著
＝
を
紹
介

し
て
小
学
生
の
部
の
大
賞
に

輝
い
た
田
中
君
は
「
本
は
大

好
き
で
す
。
み
ん
な
に
読
ん

で
も
ら
お
う
と
楽
し
い
イ
ラ

ス
ト
に
な
る
よ
う
に
工
夫
し

ま
し
た
。
小
学
生
に
な
っ
て

初
め
て
も
ら
う
賞
な
の
で
う

れ
し
い
で
す
」
と
に
っ
こ

り
。
中
学
生
の
部
で
大
賞
に

輝
い
た
濱
田
さ
ん
は
、
映
画

『
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ

テ
ィ
』
の
原
作
『
床
下
の
小

人
た
ち
』＝
メ
ア
リ
ー
・
ノ
ー

ト
ン
著
＝
を
紹
介
。「
映
画

と
原
作
の
内
容
の
違
い
に
注

目
し
て
ほ
し
い
で
す
。
こ
の

コ
ン
テ
ス
ト
を
紹
介
し
て
く

れ
た
先
生
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

長寿のお祝いを受ける細井たかさん（右から２人目）

「あったかくておいしいね」

おすすめブック大賞の表彰を受けた濱田小波さん（左）と田中伊織君（右）
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11
月
３
日
に
発
表
さ
れ
た
第
15
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
、
古
屋
敷

昭
六
さ
ん
（
坂
下
町
）
が
瑞
宝
単
光

章
に
輝
き
ま
し
た
。

　

蛯
沢
さ
ん
は
、
昭
和
34
年
に
旧
甲

地
村
消
防
団
に
入
団
し
、
昭
和
43
年

に
は
七
戸
地
区
消
防
事
務
組
合
へ
勤

務
。
以
降
、
天
間
林
消
防
署
長
や
東

北
消
防
署
長
な
ど
、
平
成
４
年
ま
で

の
長
き
に
渡
り
、
消
防
活
動
に
尽
力

し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

古
屋
敷
さ
ん
は
「
消
防
団
員
や
職

場
の
先
輩
、
後
輩
な
ど
、
お
世
話
に

な
っ
た
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
」
と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

古
屋
敷
昭
六
さ
ん
栄
誉

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

表
町
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
甲
地
尚

彦
代
表
）
は
11
月
７
日
、
生
き
活
き

産
業
文
化
ま
つ
り
会
場
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
、
来
場
者

に
火
の
用
心
と
住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
表
町
の
児
童
で
結

成
。
こ
の
日
は
、
そ
ろ
い
の
た
す
き

を
身
に
付
け
た
約
30
人
の
メ
ン
バ
ー

が
、
火
の
用
心
の
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ

な
が
ら
来
場
者
一
人
一
人
に
警
報
器

設
置
を
啓
発
す
る
チ
ラ
シ
を
手
渡
し

「
家
を
火
災
か
ら
守
る
警
報
器
を
備

え
付
け
ま
し
ょ
う
」
と
元
気
に
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

住
警
器
設
置
呼
び
掛
け

表
町
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

第
28
回
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
研

修
交
流
会
青
森
大
会
の
分
科
会
が
11

月
12
日
、
13
日
の
両
日
、
町
内
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
は
、
県
内
外
か
ら
訪
れ

た
12
人
が
参
加
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ル

キ
メ
デ
ス
（
山
田
美
津
雄
理
事
長
）

が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
た
「
道
は

つ
な
ぐ 

ド
キ
土
器
縄
文 

未
知
へ
の

街
道
」
と
題
し
た
現
地
研
修
で
、
町

の
歴
史
や
文
化
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
日
に
「
ま
な
か
」
で
開

か
れ
た
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
東

北
神
楽
会
や
ま
せ
太
鼓
（
伊
賀
貫
代

表
）
の
皆
さ
ん
が
、
来
場
者
を
神
楽

囃
子
（
ば
や
し
）
で
出
迎
え
ま
し
た
。

に
ぎ
や
か
な
お
囃
子
披
露

地
域
づ
く
り
研
修
交
流
会

◆
上
北
千
草
舞
踊
会
（
山
田
房
雄
会

長
）
は
10
月
24
日
、
町
民
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
ふ
る
さ
と
民
謡
ま

つ
り
で
の
益
金
２
万
円
と
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
募
金
７
３
６
３
円
を
、
地

域
の
福
祉
充
実
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
と
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

寄
付
し
ま
し
た
。

◆
東
北
建
設
㈱
（
蛯
沢
は
つ
代
表
取

締
役
）
は
10
月
30
日
、
大
旗
屋
地

区
か
ら
石
文
地
区
ま
で
の
県
道
八

戸

－

野
辺
地
線
の
清
掃
奉
仕
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
４
年
前
か
ら
毎
年

行
っ
て
お
り
、
今
年
は
20
人
の
社

員
が
参
加
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分

の
ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

瑞宝単光章に輝いた古屋敷昭六さん

警報器設置をＰＲする表町少年消防クラブのメンバー

交流会参加者を神楽囃子でお出迎え
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ま
ご
こ
ろ
と
地
域
の
味
で
お
も
て
な
し

　

町
特
産
品
販
売
促
進
協
議
会
（
横

浜
ち
え
会
長
）
が
、
み
ど
り
の
大
地

と
ロ
マ
ン
の
森
公
園
に
あ
る
か
や
ぶ

き
家
屋
「
ま
な
か
」
に
、
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
『
ま
な
か
の
カ
フ
ェ
』
を
開

店
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
町
内
の
農
家
や
主

婦
８
人
で
つ
く
る
女
性
グ
ル
ー
プ
。

こ
れ
ま
で
、
農
産
加
工
品
の
販
売
や

食
育
活
動
の
ほ
か
、
町
内
外
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
料
理
を
提
供
し
て
き
て

お
り
、
今
年
２
月
に
念
願
だ
っ
た
飲

食
店
営
業
の
許
可
を
取
得
。
正
式
に

飲
食
店
を
開
業
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

　

10
月
21
日
に
は
、
お
披
露
目
の
食

事
会
が
開
か
れ
、
町
の
関
係
者
ら
35

人
が
出
席
。
木
製
の
看
板
の
除
幕
式

を
行
っ
て
店
の
名
前
を
披
露
し
た

後
、
横
浜
会
長
が
「
東
北
新
幹
線
全

線
開
業
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
開
店
は
私

た
ち
の
念
願
。
特
産
品
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
料
理
で
、
町
の
魅
力
を
全

国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
で
す
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
、
重
厚
な
は
り
や
趣
の

あ
る
座
敷
な
ど
古
民
家
な
ら
で
は
の

雰
囲
気
を
満
喫
し
な
が
ら
、
お
膳
に

並
ん
だ
五
目
ご
飯
や
ガ
ニ
汁
、
シ
ラ

ウ
オ
と
ナ
ガ
イ
モ
の
揚
げ
あ
ん
か
け

な
ど
、
町
の
豊
か
な
食
材
を
生
か
し

た
８
品
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

ま
な
か
の
カ
フ
ェ
は
、
毎
週
日
曜

日
に
営
業
し
て
、
ラ
ン
チ
や
ケ
ー
キ

な
ど
の
軽
食
を
提
供
。
日
曜
日
以
外

は
、予
約
制
（
10
人
以
上
か
ら
）
で
、

予
算
に
応
じ
た
お
膳
や
弁
当
の
注
文

に
応
じ
ま
す
。

町の豊かな食材を生かしたメニューでおもてなし

看板の除幕式でレストランの名前を披露しました

レストラン営業に意気込むメンバー
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東
北
地
区
は
極
上
、
上
北
地
区
は
春
華
が
栄
冠

朝
野
球
リ
ー
グ
戦

　

①
極
上　

②
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

③
乙
供
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

－

森
川
拓
哉
（
極
上
）

－

下
浅
祐
輔
（
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）

－

酒
田
真
伍
、
土
橋

雅
俊
（
極
上
）、
蛯
沢
慎
太
郎
（
ク

エ
ス
チ
ョ
ン
）、
大
山
美
国
（
乙
供

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）

－

沼
山

健
太
（
極
上
）、
松
崎
雄
大
（
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
）、沼
山
洋
紀
（
乙
供
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
）、乙
部
大
作（
長
崎
石
油
）

－

細
井
崇
（
極
上
）

東

北

地

区

①
春
華　

②
上
野
野
球
愛
好
会

③
上
北
フ
ァ
ン
ト
ム

－

沼
尾
享
彦
（
春
華
）

－

和
田
恭
平（
上
野
野
球
愛
好
会
）

－

下
斗
米
佑
哉
、
松

村
真
介
（
春
華
）、
蛯
名
遼
（
上
野

野
球
愛
好
会
）、
佐
々
木
康
博
（
上

北
フ
ァ
ン
ト
ム
）、
土
橋
進
二
（
旭

町
野
球
部
）

－

大
坂
真
治

（
春
華
）、
中
村
幸
雄
（
上
野
野
球
愛

好
会
）、
中
村
勇
気
（
上
北
フ
ァ
ン

ト
ム
）、
鶴
ケ
崎
大
樹
（
旭
町
野
球

上
北
地
区
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

①
ナ
ミ
キ
ー
ズ　

②
チ
ー
ム
上
野

③
旭
町
野
球
部

－

中
野
純
（
ナ
ミ
キ
ー
ズ
）

－

蛯
名
精
（
チ
ー
ム
上
野
）

－

岩
間
朗
、
野
田
武

彦（
ナ
ミ
キ
ー
ズ
）、和
田
俊
光（
チ
ー

ム
上
野
）、
小
玉
大
晃
（
旭
町
野
球

部
）

－

小
笠
原
勝
彦
（
ナ

ミ
キ
ー
ズ
）、
蛯
名
正
幸
（
チ
ー
ム

上
野
）、町
屋
伸
人
（
旭
町
野
球
部
）、

及
川
宣
男
（
五
十
の
会
）

－

和
賀
君
夫
（
ナ
ミ
キ
ー
ズ
）

壮
　
　
　

年

部
）、
赤
石
佑
太
郎
（
Ｔ
ｔ
）、
佐
々

木
純
樹
（
上
北
ソ
ル
マ
ッ
ク
）

－

米
内
山
昌
大
（
春
華
）

上
北
地
区
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

①
チ
ー
ム
上
野　

②
三
共
マ
リ
ナ
ー

ズ　

③
エ
ー
ス
ワ
ン

－

和

田
貢
穂
（
チ
ー
ム
上
野
）、
高
松
柾

武
（
三
共
マ
リ
ナ
ー
ズ
）

－

蛯
名
竜
也
、蛯
名
貞
治（
チ
ー

ム
上
野
）、
蛯
名
真
琴
（
三
共
マ
リ

ナ
ー
ズ
）、
天
間
章
則
（
エ
ー
ス
ワ

ン
）、
高
橋
岳
志
（
㈱
内
山
）、
佐
々

木
貢
一
（
五
十
樹
ク
ラ
ブ
）、
鶴
ケ

崎
昭
彦
（
商
工
会
）

－

蛯

名
優
一
（
チ
ー
ム
上
野
）、
吹
越
尚

幸
（
三
共
マ
リ
ナ
ー
ズ
）、
川
上
浩

治
（
エ
ー
ス
ワ
ン
）、
蛯
名
渡
（
㈱

内
山
）、赤
崎
勝
太
（
栄
町
野
球
部
）、

中
野
晶
（
Ｅ
Ｅ
友
上
北
）

－

蛯
名
達
郎
（
チ
ー
ム
上
野
）

東北地区 優勝　極上

上北地区Ａブロック 優勝　春華

壮年の部 優勝　ナミキーズ

上北地区Ｂブロック 優勝　チーム上野
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☆食後の仕上げみがきは
しっかりと！

笹さ
さ　

倉く
ら　

未み　

羽う
　

ち
ゃ
ん

☆毎日仕上げみがきもし
ています。

林は
や
し

　
　
　

怜れ
ん　

生せ
い　

く
ん

☆このままむし歯なしで
頑張ります。

佐さ　

藤と
う　

向あ　

葵お
い　

ち
ゃ
ん

☆むし歯の歌を歌いながら歯
みがきを頑張っています。

森も
り　

　
　

悠ゆ
う　

穂ほ
　

ち
ゃ
ん

☆ぶどう味の歯みがき粉
がお気に入りです。

天て
ん　

間ま　

聖せ
い　

乃の
　

ち
ゃ
ん

☆糸ようじでしっかりと
みがいています。

福ふ
く　

田だ　

侑ゆ
う　

土と
　

く
ん

☆甘いお菓子はあまり食
べません。

細ほ
そ　

井い　

立た
つ　

樹き
　

く
ん

金
きん

多
た

豆
まめ

蔵
じょ

 一座
第３回
町民大学
講演会

主宰：木村　巌 氏

町民文化センター
　　　午後２時～午後３時30分

12/12日

　東北町保健福祉センターで10月19日に行った３歳児
健診において、むし歯のなかった子７人を紹介します。
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●子どもたちがとても楽しんで作業しているの
を見て、親としてうれしく思いました。出来
上がった料理はきれいに完食。自分で作った
料理は特別においしいと言っていました。親
子で何かを一緒にする事は、子どもにとても
良い影響を与えるのだと思いました。

●子どもたちが生き生きと目を輝かせて料理を
作っていて、とても心が豊かになりました。
家では危ないとか汚いとかで料理をさせな
かったので、いい経験ができました。

　日々忙しさに追われる中、「料理は自分がし
た方が早い、台所を汚されるし二重に手が掛か
る」など、親の気持ちにある程度余裕がないと、
親子で料理はできないことです。
　しかし、体験というのは誰にも代わることが
出来ないもの。切り加減、混ぜ加減など一つ一
つの小さな体験の積み重ねが基礎となり、いろ
いろな応用が利くようになります。
　できないからと、子どもに聞かずに切り直し
たり手を取って手伝ってしまったりすると「マ
マが切ったから食べたくない」ということにも
なってしまいます。
　子どもを信頼して一つ任せてみると、自発的
に動いてくれるようになります。大変な思いを
して作った子どもは、食べ物を大事に食べます。
「おいしいからほかの人にも食べさせてあげた
い」など、思いやりの気持ちも出てきます。
　すぐには上手にならなくても、心の中の台所
での思い出が、心まで育んでいきます。
　子どもの食育は、まず食事の楽しい思いを育
みながら始めてみてはいかがでしょうか？

事 業 名 対　　象　　者 実 施 日 受付時間 実施場所

乳児健診

幼児健診

ほがらか
教室

ポテトクラブ
（精神障害者
の集い）

つつじ作業所

所内健康相談
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　平成20年度から実施している「おいしくぱく
ぱく教室」を紹介します。
　これは、食事を作ることと食べることの楽し
さや大切を気づかせるとともに、歯にいい生活
習慣を定着させるため、町内保育園の４・５歳
児を対象として実施しているものです。
　教室に参加した親の感想を紹介します。

●主食からデザートまで作る事で、満足そうに
参加していました。クマの顔もかわいらしく
できたので、見た目も良く、感想を言いなが
ら楽しい食事の時間を過ごせました。サラダ
を完食し、今後、野菜をしっかり食べること
を約束してもらえたので良かったです。

●子どもと一緒に料理をしたことがなかったの
で、良い体験ができました。とにかく子ども
が包丁を持つのがドキドキでした。出来上が
りは不格好でも楽しく作る事ができてよかっ
たです。

●家では、忙しくて一緒に料理をする時間がな
いので、今日はとても楽しくできました。こ
れからは少しでも手伝ってもらうように、少
し余裕を持って子どもに接していきたいです。

●子どもたちがやる気を出して一生懸命頑張っ
てくれたので、とても楽しかったです。家で
も今まで以上にお手伝いをさせてあげたいと
思います。

●家で少し苦手な食べ物も「みんなで作ってみ
んなで食べるとおいしい」と言いながら食べ
ていました。

●子どもが料理し「自分が作ったからおいしい」
と思って食べる事が、好き嫌いを無くす事に
なるのかなーと思いました。家でもお手伝い
をするので、これからもどんどんやらせよう
と思いました。

●家ではお手伝いを進んでやる方ではないの
で、積極的に包丁を持つ姿を見て感動しまし
た。親が思っている以上にいろいろできてい
たので、家でも簡単な料理をしてもらいたい
と思います。

●家では食べない野菜も、自分で作ったポテト
はおいしいと食べていました。これからは一
緒に料理しながら好き嫌いをなくしていける
かな～と楽しみになりました。

こんにちは栄養士です
　保健衛生課

蛯　名　和　子
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児童委員を紹介します
　民生委員・児童委員は、守秘義務があります。
　相談内容や個人の秘密が漏れることはありません。

　役場や福祉機関では、さまざまなサービスを提供していますが、利用方法やサービスが十分に知られ
ていない場合があります。
　サービスを必要とする方が漏れなく利用できるよう、情報の提供を行い、関係機関につなぎます。

○民生委員・児童委員（東北支部）

№ 氏　　名 住　　　　所 担　当　地　区 ℡（0175）

1 清水目　竹　男 字添ノ沢81-8 宇道坂・上清水目･下清水目・添ノ沢・湯沢・石坂 64-9091

2 北　村　克　慶 字家ノ下タ16-2 上板橋・向平・南平 64-9052

3 蛯　名　成　子 字大平148-4 千曳・トキワ・大平 64-3576

4 山　口　正　雄 字夫雑原363-2 林口・石文・下板橋・北栄　 63-4411

5 濱　田 　　　薫 字夫雑原下山231 長者久保・豊ケ丘・夫雑原・塔ノ沢・千代畑 63-4397

6 熊　澤　竹　松 字淋代34-2 横沢・淋代・数牛・豊畑・十二里 68-2724

7 蛯　名　敏　則 字ガス平956-5 美須々・柵・豊瀬 65-6035

8 萠　出　　　守 字萠出道ノ上32-8 細津・萠出・切左坂・大池・五十嵐・豊前 63-3032

9 久保田　護　雄 字寒水下1 寒水・乙部・枋木・輝ケ丘 63-3427

10 櫻　井　修　子 字大沢5 大籏屋・向籏屋・上畑・大向籏屋・空自団地 63-2335

11 蛯　澤　京　子 字柳沢59-289 馬込・朝日団地・明美・松風荘 63-2406

12 乙　供　房　子 字乙供24 乙供・桜木町・舘花 63-2896

13 大　湊　百合子 字膳前58-27 本町 63-2728

14 逓　駅　和　子 字上笹橋22-23 坂下町・栄町 63-2451

15 蛯　沢　悦　子 字塔ノ沢山34-3 表町 63-2527

16 田　沢　泰　子 字塔ノ沢山89-5 新町・緑町 63-2075

17 蛯　沢　光　子 字内蛯沢向39-5 内蛯沢・公園団地 63-2396

18 福　村　竹　松 字外蛯沢北久保77 外蛯沢・みどりケ丘団 63-2143

19 山　田　修　一 字保戸沢家ノ前40-15 保戸沢 63-2509

20 木　津　繁　美 字往来ノ上13-15 甲地・漆玉・田ノ沢・蒼前 62-2147

21 土　橋　宝之助 字後久保26 蓼内・長久保・土橋・郡山 62-2930

22 鶴ケ﨑　　　勲 字大久保46-4 舟ｹ沢・鶴ケ崎・徳万舘 62-2551

23 岡　山　みどり 字滝沢平2-580 旭・滝沢・豊栄・巴蘭・御料・狼ノ沢 62-2748

24 大　杉　千惠子 字水喰76-12 中村・水喰・野田頭・浜台 62-2860

○主任児童委員

1 北　山　つね子 字塔ノ沢山74-2 町内全域 63-2971
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　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱されたボランティアで、高齢者や障害者など福祉全
般についての相談や支援を行っています。
　民生委員・児童委員は、それぞれ担当地域を持ち、地域の中で身近な相談役として活動しています。
　主任児童委員は、担当地区を持たずに、児童相談所や学校などと連携しながら、児童の虐待や不登
校などの問題に取り組んでいます。

…役場 福祉課（℡0175-63-2111 内線521）または福祉課分室（℡0176-56-3111 内線140）

皆さんの地域の民生委員・

○民生委員・児童委員（上北支部）

№ 氏　　名 住　所（東北町） 担　当　地　区 ℡（0176）

1 宮　里　喜　美 大字新舘字籠136-1 新舘・戸舘・八幡・赤平 62-4482

2 柴　田　　　宏 大字大浦字大浦2-1 大浦 56-4726

3 米内山　史　明 大字大浦字徳万才38-3 徳万才･中岫平 56-2322

4 佐々木　チヨノ 大字大浦字古舘3-1 才市田・境ノ沢 56-2433

5 中　野  保　固 大字大浦字西淋代22 大洞 56-4767

6 新　山　泰　子 大字大浦字明堂向82 新山 56-2176

7 坂　本  雄　一 大字大浦字南家裏49 菩提寺・虫神 56-4611

8 市　川　　　勲 大字大浦字淋代54-1 小川原（北）・向山 56-4635

9 市　川　廣　治 大字大浦字舘野73-3 小川原（南） 56-4672

10 沼　尾　　　勉 大字大浦字家ノ前6-1 沼崎本村 56-4586

11 沼　田　貞　子 大字上野字上野201-1 上野（下） 56-2230

12 蛯　名　強　志 大字上野字上野144-1 上野（上・南） 56-3006

13 大　坂　チ　ヱ 上北南三丁目32-228 新町の一部 56-4084

14 西　野　チ　ヨ 大字上野字新堤向54-4 新町の一部 56-2592

15 蛯　名　清　治 上北南二丁目32-30 本町 56-2282

16 松　本　祐次郎 上北南二丁目31-39 南町の一部 56-2006

17 水　尻　勇　一 大字上野字山添92-9 南町の一部 56-3258

18 蛯　名　鎮　孝 旭北一丁目668-1 旭町（上） 56-3392

19 蛯　名　豊　作 旭南三丁目411-1 旭町（下）の一部 56-4535

20 町　屋　昭　三 旭南四丁目31-563 旭町（下）の一部・栄沼 56-4527

21 芋　田　廣　治 旭北一丁目3-20 花向町・豊田 56-2521

22 杉　山　宮　子 大字大浦字一本松165-5 栄町（下） 56-4034

23 柏　崎　由美子 大字上野字新堤向26-7 栄町（上） 56-3716

○主任児童委員

1 駒　嶺　詔　子 上北南三丁目32-697 町内全域 56-5125

2 町　屋　惠　子 大字新舘字籠6-1 町内全域 62-2265
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●日時・場所

●健診項目（すべて無料）
　○特定健診（基本健診）〔国民健康保険の方および生活保護受給者が対象〕
　○胃がん検診　　○肺がん検診　　○大腸がん検診
　○肝炎検診〔40歳の男女対象〕　　　○前立腺がん検診〔50歳以上男性対象〕
●対　象　者…平成23年３月31日現在、30歳以上の東北町民
　　　　　　（平成22年度の集団健診および人間ドックを受けていない方）
●申込方法…12月10日（金）までに電話等で申込みください。
●そ　の　他…○送迎バスはありません。　　○子宮がん、乳がん検診は行いません。
　　　　　　○健康保険証を忘れずに持参してください。
●申込み・問合せ…東北町保健福祉センター　℡0175-63-2001
　　　　　　　　　上北保健福祉センター　℡0176-56-2933

１年に１回は健康診査を受けましょう

●業務の内容
　介護保険の申請をされた方の自宅や施設を訪問して、心身や日常生活の状況について本人
や家族、施設の職員などから、要介護認定のための聞き取り調査を行います。
　また、日程調整、調査票作成、介護保険の制度説明、日常生活上の相談なども行います。
●応募資格
　○次のいずれかの資格を有する人
　　・介護支援専門員　　・保健師　　・助産師　　・看護師
　　・准看護師　　　・介護福祉士　　・ホームヘルパー２級以上
　○その他
　　・普通自動車運転免許（私用車にて訪問調査をしていただきます）
　　・簡単なパソコン操作のできる方
●募集人員…２人
●募集期間…12月13日（月）～平成23年１月18日（火） 
●提出書類…履歴書および資格証の写し
●勤務期間…４月１日から１年間（再任可）
●勤務時間…週４日以内（非常勤職員）
●報　　酬…１時間当たり1,200円程度（車借上料を別途支給）
●選考方法…書類選考合格者に対して、面接選考（２月中旬）を実施します。
●申込み・問合せ…役場 福祉課　℡0176-56-3111または℡0175-63-2111
　　　　　　　　　○分庁舎 福祉課（内線523）　○本庁舎 福祉課分室（内線142）

介護認定調査員を募集します

期　　日 受付時間 場　　所
平成23年１月５日（水）

午前７時～８時30分
上北保健福祉センター　

平成23年１月６日（木） 東北町保健福祉センター
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●入所資格…両親が次のいずれかに該当し、同居の親族も児童を保育することができない場合
　○家庭外で仕事をする場合　○家庭内で仕事をする場合　　　　○出産で保育できない場合
　○病気・心身障害の場合　　○病人・心身障害者の介護の場合　○家庭の災害の場合
●募集期間…１月５日（水）～１月31日（月）
●受付場所…各保育園（所）および役場福祉課（本庁舎・分庁舎どちらでも可）
●必要書類
　○保育所入所申込書　　各保育園（所）と役場福祉課に用紙があります。　○就労証明書
　○平成22年度市町村民税課税証明書（平成22年１月１日現在、東北町以外に住所があった方のみ

必要です。前住所地の市町村から取り寄せてください。）
　○源泉徴収票（平成22年分）のコピー（勤務先から取り寄せてください。）

●選考方法…定員を超える場合は、第２・第３希望の保育園（所）への入所の場合もあります。

●広域入所…仕事の都合など、特別の事情がある場合、他の市町村の保育園（所）を選択できます。

●途中入所および継続入所
　○年度途中（４月以降）の入所は随時受け付けします。
　○現在入所中の児童が引き続きその保育園（所）に入所する場合、次の書類の提出が必要とな

ります
　　・家庭状況調書　　各保育園（所）から配布されます。　　・就労証明書
　　・源泉徴収票（平成22年分）のコピー（勤務先から取り寄せて下さい。）
●入所期間…平成23年４月１日から小学校入学前までで、保育に欠ける期間（出産や就職活動中

などの場合は３カ月間に限定）
●町内保育園（所）

施　設　名 町内名 定員 設置主体（法人名） 電　話　番　号
ハッピー保育園 旭　町 ６０ 栄　 光　 会 ０１７６－５６－２１７８
第 二 保 育 園 新　町 ９０ 上 北 拓 心 会 ０１７６－５６－２４０１
第 三 保 育 園 大　浦 ４０ 上 北 拓 心 会 ０１７６－５６－２２９１
小 川 原 保 育 園 小川原 ３０ 優　 希　 会 ０１７６－５６－３５３５
上 野 保 育 園 上　野 ７０ 上 野 福 祉 会 ０１７６－５６－５１１５
わかさぎ保育園 栄　町 ６０ 上 北 福 祉 会 ０１７６－５６－４０１１
乙 供 保 育 園 乙　供 ５０ 乙 供 福 祉 会 ０１７５－６３－４０５６
乙供文化保育園 向旗屋 ６０ こばと福祉会 ０１７５－６３－２５４４
カナリヤ保育園 甲　地 ７０ 甲 地 福 祉 会 ０１７５－６２－２９７１
千 曳 保 育 園 千　曳 ２０ 善　 隣　 会 ０１７５－６４－１５５８
中央ポプラ保育所 表　町 ６０ 長 崎 福 祉 会 ０１７５－６３－３１７３
ポ プ ラ 保 育 園 甲　地 ５０ 東北赤松福祉会 ０１７５－６２－２７１２
水 喰 保 育 園 水　喰 ４０ さくら福祉会 ０１７５－６２－２６３９

保 育 園（所）入 所 案 内

●問合せ
　○役場分庁舎 福　祉　課　℡0175-63-2111（内線531）
　○役場本庁舎 福祉課分室　℡0176-56-3111（内線141）
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　町では平成23年３月をめどに、施設の整備が整った地区から順次、アナログ放送からデジ
タル放送への切り替え工事を進めています。
　各ご家庭や事業所内にあるテレビ１台ごとに地デジへの対応が必要となりますが、今後地
デジ化への駆け込み需要が全国的に起こると見込まれており、現在もテレビなどの品薄傾向
が見られています。
　各ご家庭において、お早めに地デジ化の準備を進めていただき、スムーズな切り替え工事
ができるよう、ご協力をお願いします。

地デジ化の準備はお早めに

● …役場 企画課　℡0176-56-3111または℡0175-63-2111

「地デジチューナー」か「地デジチューナー
内蔵録画機」をご用意ください。　　　　

「地デジ対応テレビ」をご用意ください。

　経済的な理由などで、地上デジタル放送に移行することが難しい世帯に、地デジの簡易
チューナー１台を無償で給付しています。
　対象者は、お早めにお申し込みください。

　次のいずれかに該当し、ＮＨＫ放送受信料が全額免除となっている世帯
　○生活保護などの公的扶助を受けている世帯
　○障害者がいて、世帯全員が住民税非課税措置を受けている世帯
　○社会福祉施設に入所し、自らテレビを持ち込んでいる世帯

…12月28日（火）

…総務省地デジチューナー支援センター
　　　　　　　　　℡0570-033840または℡044-969-5425

地デジチューナーを無償給付します
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東北町ＩＴサポートセンター通信

　○12月15日（水）～ 17日（金） 午後１時30分～午後３時30分
　　・ワードの基本操作を学びましょう。
　　・案内文やカレンダーを作ってみましょう。

　○１月12日（水）午後１時30分～午後３時30分
　○１月19日（水）午前10時～正午
　　・マウスの使い方や文字の入力方法などのパソコンの基礎を、ゲーム感覚で学習します。

　○１月13日（木）午後１時30分～午後３時30分
　○１月20日（木）午前10時～正午
　　・ボタンの名前や使い方、検索方法などを学びましょう。

　○１月14日（金）午後１時30分～午後３時30分
　○１月21日（金）午前10時～正午
　　・デジタルカメラの使い方や、簡単な写真の加工
　　　方法などを学びましょう。

　ＩＴサポートセンターでは「インターネットはどうやったら利用することができるの？」、「パ
ソコンで手紙を作ってみたいんだけど、どうしていいのか分からない」など、パソコンに関す
る個別相談を随時受付しています。
　どんな簡単なことでも分かるまでご説明しますので、お気軽にお越しください。

 … 平日 午前９時～午後５時（火・土・日曜日、祝日、年末年始は休業）

　○場所…町民文化センター ２階 視聴覚室　　　○電話…0176-58-1090

電話により事前にお申し込みください。（定員10人になり次第締め切り）
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●夜作業にご理解を
　除雪および排雪作業は、交通渋滞を引き起こさないため、夜間や早朝に行われます。

●路上駐車はやめましょう
　路上の駐停車は除雪の妨げになりますので、決められた場所以外での駐停車はやめましょう。

●作業中の除雪車には30ｍ以内に近寄らないでください
　除雪車は前後約10ｍが死角となります。また、雪の中に混じっている石などが飛び散る場合も
あります。

●道路に雪を捨てないでください
　除雪車で寄せた雪を道路に返したり、各家庭の雪を道路に押し出したりしないでください。

●通行規制にご協力を
　除雪および排雪作業を迅速、安全に進めるため、一時通行止めにすることがあります。

●除雪業者名

除 雪 作 業 に ご 協 力 を

●問合せ…役場 建設課　℡0176-56-3111または℡0175-63-2111（内線241・648）

地　　区　　名 業　者　名

東
　
北

　
地

　
区

柵、美須々、豊瀬 ㈲北斗興業
淋代、豊畑、数牛、横沢 ㈲信栄工業
乙部、萌出、細津、切左坂、水喰、中村、野田頭、大池、浜台 乙供運送㈱
外蛯沢（一部）、寒水、輝ケ丘、枋木 ㈱本間建設
保戸沢、蒼前、滝沢平、漆玉、御料、豊栄 東部建設㈱
甲地（一部）、狼ノ沢、田ノ沢、舟ケ沢、鶴ケ沢、蓼内（一部） 佐伯工務店㈱
甲地（一部）、長久保、蓼内、郡山、土橋、寺沢、間手場 ㈱岡山起業
大旗屋、塔ノ沢、千代畑、夫雑原（一部）、豊ケ丘、長者久保、千曳（一部） ㈱岡建設
下清水目、上清水目、添ノ沢、宇道坂、上板橋、向平、南平 ㈲大栄産業
林口、上畑、北栄、夫雑原（一部）、大平、下板橋、石文、千曳（一部） 大吉運輸㈲
表町、外蛯沢、馬込、誘致企業 東管工業㈱
緑町・内蛯沢 共栄カセツ工業㈲
乙供町内狭あい道路全般 ㈱櫻井組

上
　
北

　
地

　
区

新舘、戸舘、八幡、赤平 ㈲弘洋建設
大浦 ㈲小林造設
徳万才、中岫平、才市田、境ノ沢、大洞 ㈲町屋建設
上野、新町と本町の一部(上北北) ㈱上北建設運輸
新町と本町の一部(上北南)、南町、栄町の一部 ㈱上北産業
新山、栄町の一部 ㈱和田工務店
沼崎本村、菩提寺 ㈲佐々木建設
花向町、旭町の一部(旭北)、豊田、栄沼 ㈲上北道路
旭町の一部(旭南) ㈲蛯建
小川原(北)、向山 ㈲新騰弥建設
小川原(南)、虫神 ㈲佐冨建設



��

新 年 祝 賀 会 を 開 催 し ま す
●日　　時…平成23年１月５日（水）　午後５時
●会　　場…東北町民文化センター
●会　　費…3,000円（事前に納めてくださるようお願い
　　　　　　　　　　します。）
●申込期限…12月13日（月）
●申込み・問合せ…▽役場 総 務 課（℡0176-56-3111）
　　　　　　　　　▽役場 東北支所（℡0175-63-2111）

公立七戸病院は年末年始休診します
●年末年始は休診します。
　年末年始の休診日は、12月29日（水）～１月３日（月）です。
●小児科は火曜日の午前が休診です。
　火曜日の午後も通常健診を行うため休診となりますが、健診
がないときは午後１時から３時まで診察します。
　なお、12月28日（火）と１月４日（火）は、午前中のみ診療
します。
●整形外科外来とスポーツ外来は完全予約制です
　受診の際は、前日までに電話で予約してください。
　事故などによるけがの場合は、電話でお問い合わせください。
●問合せ…公立七戸病院　℡0176-62-2105

水道管の凍結にご用心
　水道メーターは、わらや土などで保護し、凍結から守りましょう。

　不凍栓や水抜栓は、寝る前や長期間留守にする場合にはしっかりと締め、蛇口は開けておき
ましょう。

　漏水のため異常に高い料金を請求されることもありますので、全部の蛇口を締めて、水道メー
ターが回転していないことを確かめましょう

上北地区では冬期間の使用料を推定請求します
　上北地区では、ほとんどの家庭に地中埋設式水道メーターを取り付けているため、12月から
３月までは雪により水道メーターの検針が困難となります。
　その期間中は、次により水道使用量を推定して請求しますので、ご理解とご協力をお願いし
ます。

…12月分～３月分請求分
…９月分～ 11月分の平均使用水量
…４月に検針をして、その期間中に使用した実際の水量と推定水量を比較し、
過不足分を４月以降の料金で調整します。

…役場 水道課　℡0176-56-3111または℡0175-63-2111（内線381・382）
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みどりの大地とロマンの森公園スキー場で
Let’s Ski ＆ Snowboard

東北新幹線七戸十和田駅へバスがつながります
　12月４日の東北新幹線全線開業に伴い、七戸十和田駅へアクセスする十和田観光電鉄バス路
線が確保されました。
　町内から七戸十和田駅へつながるバスの時刻をお知らせします。

●乙供甲地線、舟ケ沢線

●上北線

●問合せ…十和田観光電鉄　℡0176-23-6103

●営業時間

●リフト料金

●ジュニアスキーレッスン
　○日時…１月18日～３月３日の毎週火・木曜日　午後６時30分～午後８時
　○料金…中学生以下　1,600円（障害保険料含む）
●問合せ…町スキークラブ事務局 乙供（役場分庁舎農林水産課内）℡0175-63-2111（内線629）
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　航空自衛隊三沢基地では、
自衛隊および防衛問題に関心
がある方から意見や要望をお
聞きするため、三沢基地モニ
ターを募集します。

　上北郡、三沢市、十和田市

　20 ～ 50歳代の男女
…平成23年４月

　　　　　～平成24年３月
…基地内およ

び職場見学、航空機体験搭
乗、アンケート調査、モニ
ター会議出席

…はがきに住所、
氏名、年齢、職業、電話番
号を明記しお申し込みくだ
さい。（12月17日必着）

　航空自衛隊三沢基地
　渉外室広報班
　〒033-8604
　三沢市後久保125-7
　℡0176-53-4121

　みなさんの事業所では、冷
暖房温度の適正管理や省資源
対策に取り組んでいません
か？
　県では、このような事業所
を「地球にやさしい青森県推
進事業所」として登録してい
ます。
　登録した事業所には、登録
証とステッカーを交付すると
ともに、県庁ホームページに
て事業所名などを紹介します。

　県内に所在しているすべて
の事業所など

　県が設定した「環境に配
慮した31の取組項目（県庁
ホームページに掲載）」のう
ち、３項目以上を実施してい
る事業所
▽クールビズやウオームビズ
の推進
▽休憩時間の消灯
▽コピー用紙の両面使用
▽環境に配慮した商品の積極
的購入
▽資源ごみの分別箱設置
▽包装の簡素化
▽節水対策　など

　登録申請書に必要事項を記
載し、取り組み状況を確認で
きる写真や資料などを添えて
提出してください。
　申請手数料は無料です。

　県環境政策課 低炭素社会
　推進グループ
　〒030-8570
　青森市長島1-1-1
　℡017-734-9241
　e-mail:kankyo@pref

.aomori.lg.jp

…１月23日（日）
　　　　午前９時開会式

…北総合運動公園
　トレーニングセンター

…町内に在住およ
び勤務する既婚女性

…分館、町内会
またはグループ

▽輪投げ…………………５人
▽ゲートボール…………５人
▽ジグザグ

ドリブルリレー…８人
▽ソフトバレーボール…４人
▽シャッフルボード……４人

…１月14日（金）
…町教育委

員会 スポーツ振興課
　℡0175-63-3500
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年金を受け取る資格を満たし
ている場合は、請求の手続き
を行ってください。
　退職してから年金の請求手
続きを行うと、在職中に支給
されたはずの年金を受け取る
ことができなくなるので、ご
注意ください。
　給与の額などに応じて年金
の支給額の調整が行われる場
合がありますが、全額停止の
場合を除き、年金の全部また
は一部を受け取ることができ
ます。
　特別支給の老齢厚生年金は、
失業給付を申請中の方であっ
ても、あらかじめ年金の請求
手続きを行うことができます。
　年金の請求は、失業給付の
終了を待ってから行う必要は
ありません。

　最近、年金事務所職員を
装って訪問し、「年金の手続
きが終わっていない。本人に
代わって手続きをするので手
数料を支払って」などと言い、
その場で現金を請求するよう
な事例が報告されています。
　年金事務所の職員が自宅を
訪問し、年金手続きの手数料
を請求することはありません。
　年金事務所の職員を名乗っ
た訪問や電話で不審な点があ
りましたら、その場で対応せ
ず、年金事務所へご確認くだ
さい。

　青森年金事務所
　℡017-734-7490（代表）

　自らが生まれ育った地域や、
かかわりが深い地域を応援す
るのが「ふるさと納税」です。
　応援したいとお考えの県や
市町村に寄付をした場合、お
住まいの自治体の住民税から、
寄付金額に応じて一定額が控
除されます。

　個人住民税の納税者

　すべての都道府県や市区町
村が対象で、寄付先は住んで
いる地域や出身地などに関係
ありません。

　寄付をした翌年度分の個人
住民税から「税額控除方式」
で控除を受けることができま
す。（確定申告または住んで
いる市町村への申告手続きが
必要です。）

　5,000円

　個人住民税所得割額の概ね
１割が限度です。

　寄付金のうち適用下限額
（5,000円）を超える部分の一
定限度まで所得税と合わせて
その全額を控除します。（家
族構成や収入額などで異なり
ます。）

…県総務部税務課
　総務企画グループ
　℡017-734-9064

　遺族の方が年金として受給
する生命保険金のうち、相続
税の課税対象となった部分に
ついて、所得税の課税対象と
ならないとする最高裁判所の
判決がありました。
　そこで、このような年金に
係る税務上の取り扱いを改め
ることになりました。
　これにより、平成17年分か
ら21年分までの各年分につい
て、所得税が納めすぎとなっ
ている方は所得税が還付とな
りますので、更正の請求や確
定申告など、必要な手続きを
お願いします。
　なお、受け取った年金の受
給権が相続税や贈与税の課税
対象となる場合は、実際に納
税額が生じなかった方も対象
となります。
　また、平成17年分について
は、早い方で平成22年12月末
が還付期限となりますので、
お早めの手続きをお願いしま
す。

…十和田税務署
　℡0176-23-3151
　URL www.nta.go.jp
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　国民年金には、保険料納付
が免除される制度や猶予され
る制度があります。
納付が困難だからといってそ
のままにせず、必ず役場で手
続きを行ってください。

　経済的な理由などで保険料
を納めることが困難なときに
利用できる制度で、申請が承
認されると保険料納付の全額
または一部（４分の３、２分
の１、４分の１）が免除され
ます。
　保険料免除は、本人と配偶
者、世帯主の前年所得が一定
額以下であれば承認されます。

　本人が30歳未満であるとき
に利用できる制度で、申請が
承認されると保険料の全額の
納付が猶予されます。
　納付猶予は本人と配偶者の
前年所得が一定額以下であれ
ば承認されます。

　本人が学生であるときに
限って利用できる制度で、申
請が承認されると保険料の全
額について納付が猶予されま
す。
学生納付特例は、本人の前年
の所得が一定額以下であれば
承認されます。

　年金の加入期間が25年未満
でも、カラ期間と合わせて25
年以上あれば年金が受け取れ
ます。

　70歳になっても年金は自動
的に支払われません。
　年金の受け取りを始めるた
めには、請求が必要です。

　老齢厚生年金と老齢基礎年
金の２種類の年金が受け取れ
ます。
　片方の年金だけを受け取っ
ている方は、受け取っていな
い年金についても改めて請求
を行ってください。
　また、片方の年金の受け取
りを繰り下げている方は、70
歳になるまでに年金の請求を
行ってください。
◆

　厚生年金の加入期間が１年
以上あるなどの要件を満たし
ている方に対して支払われる
特別支給の老齢厚生年金につ
いては、65歳になる前に請求
しても年金額が減らされるこ
とはありません。
　請求が遅れると時効によっ
て直近５年を超える部分の年
金が受け取れなくなる場合が
ありますので、速やかに請求
手続きを行ってください。

　現在、会社にお勤めの方も、
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　渡り鳥の餌付けは、鳥イン
フルエンザなどの問題により
全国的に自粛していますので、
当町でも自粛しています。
　白鳥などの渡り鳥には、み
だりに餌を与えないようご協
力をお願いします。

▽餌付けは、渡り鳥などがそ
れらの食べ物に依存したり、
人慣れが進むことによって、
増えすぎたり、渡りの時期
を遅らせたりし、自然界の
微妙なバランスで成り立っ
ている生態系を乱す原因と
なります。

▽餌付けの場所から、渡り鳥
などが持つウイルスや細菌、
寄生虫が拡散する恐れがあ
ります。

▽渡り鳥などの野生鳥獣は、
自然の中で、自力で生きて
いくのが本来の姿です。安
易に餌付けせず、自然の中
でたくましく生きていく姿
を観察しましょう。

…役場 商工観光課
　℡0176-56-4148（直通）

　上北町商工会で７月１日に
販売を開始した「とくとく共
通商品券」は、使用期限が12
月末までとなっています。
　未使用の商品券をお持ちの
方は、忘れずに期限内にご利
用ください。

…12月31日（金）
…上北町商工会

　℡0176-56-2335

　小川原湖漁協では「おがわ
ら湖美味（うめぇー）満彩祭
り」を開催します。
　小川原湖の魅力をＰＲする
催しが盛りだくさんですので、
お越しください。

…12月19日（日）
　午前10時～午後３時

…道の駅おがわら湖

▽無料佃煮バイキング（500
食限定、ご飯１膳付き）
▽ガニ汁ワンコイン販売
▽ザリガニ釣り大会
▽巨大コイ解体ショー（切り
身プレゼント抽選会）
▽モクズガニレース
▽ワカサギ釣りコーナー
▽湖産魚介類を使った新メ
ニュー販売　など

…小川原湖漁協
　℡0176-56-2104
　URL http://www.jf-

ogawarako.com

　公立ぎんなん寮歳末セール
では、園芸商品が２割引き（友
の会会員は３割引き）となっ
ています。

…12月１日（水）
　　　～12月28日（火）

…午前９時30分
　　　～午後５時30分

…ぎんなん寮直売所お
よび大温室

…シクラメン、洋ラ
ン、各種鉢花、正月用切花、
ハム、ソーセージ　など

…公立ぎんなん寮
　℡0176-56-5121

　町歴史民俗資料館では、東
北新幹線全線開業を記念して
「記念きっぷ大特集」を開催
します。
　貨幣収集家でもある廣田勝
美さん（旭町）のコレクショ
ンの中から、県内外の鉄道や
バスなどの切符を多数展示し
ます。
　珍しい記念切符や、ゾロ目
番号の面白い切符などを展示
しますので、是非ご来場くだ
さい。

…12月４日（土）
　　　～１月16日（日）
　〔年末年始、火曜日は休み〕

…午前９時～午後４時
…歴史民俗資料館

▽高校生以上…200円
▽小・中学生…100円

　歴史民俗資料館
　℡0176-56-5598
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　工業統計調査が12月31日現
在で実施されます。
　調査に当たっては、12月か
ら来年１月にかけて調査員が
製造事業所にお伺いします。
　調査票に記入していただい
た内容については、統計法に
基づき秘密が厳守されますの
で、正確な記入をお願いしま
す。

…役場 企画課
　℡0176-56-3111または
　℡0175-63-2111

　上北地域県民局では、土砂
災害防止法に基づく区域指定
の説明会を開催します。
　急傾斜地区域にお住まいの
方や土地を所有している方は、
ご出席ください。

…12月15日（水）
　　　　午後６時

…町民文化センター
◆内容
▽土砂災害防止法ビデオ上映
▽区域指定による施策の説明
▽区域指定を予定している箇
所の説明　など

▽上北地域県民局　地域整備
部　河川砂防施設課

　℡0176-23-4329
▽役場 総務課
　℡0176-56-3111または
　℡0175-63-2111

　緊急でないのに救急車の要
請をすると、本当に必要とす
る事故が発生した場合、救急
車の到着が遅れることで、救
える命を救えなくなる可能性
があります。
　救急車の適正な利用に、ご
協力をお願いします。
　なお、東北消防署の高規格
救急車が10月１日から運用さ
れたことにより、救急救命士
による重症者への高度な救命
処置が可能になりましたので、
救急車を要請する際は、情報
を詳しく伝えてくださるよう
お願いします。

…東北消防署
　℡0175-63-2520

　青森労働局では、解雇、雇
い止め、賃金の引き下げなど
の労働条件のほか、いじめな
ど、労働問題に関するあらゆ
る分野について労働者や事業
主からの相談を、専門の相談
員が無料で受付します。
　プライバシーは厳守されま
すので、お気軽にご相談くだ
さい。

…青森労働局 
総合労働相談コーナー
　℡017-734-4212

　冬休み期間中、図書館の本
を30冊読もう。
　今回の記念品は図書カード
です。

…12月18日（土）
　　　～１月24日（月）

…町立図書館および町
立図書館乙供分室（中央公
民館内）

…幼児から小学生まで

▽町立図書館
　℡0176-56-2261
▽町立図書館 乙供分室
　℡0175-63-2741

　厚生労働省では、安心して
子どもを産み育てる環境づく
りの基礎資料とするため、21
世紀に生まれたお子さんを対
象として「21世紀出生児縦断
調査」を実施しています。
　対象に選ばれた方は、調査
の趣旨をご理解いただき、ご
協力をお願いします。

…平成22年５月10
日～５月24日に生まれたす
べてのお子さん

…お子さんの成長
の様子、子育ての状況、子
育ての悩み　など

…調査票は11月中
旬に郵送していますので、
12月17日までに返信用封筒
にてポストに投函してくだ
さい。

…厚生労働省大臣
　官房統計情報部
　℡03-5253-1111
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